
Aspects of Problems in Western Art History, vol.18, 2020

89

本稿は、ベルナルド・デ・ドミニチ（Bernardo de Dominici / 1683–1750頃）による『ナポリ芸術家伝』（全
3巻）のうち、「ベルナルド・カヴァッリーノ伝」の後半部分を翻訳したものである1。訳出にあたっては、フィ
オレッラ・ズリッキア・サントーロとアンドレーア・ゼッツァによる校訂版を底本とし、翻訳者による補足は〔〕
に入れて示した 2。なお、【】内の数字は、本稿末尾に示した作品一覧（表1）の番号を示している。

［翻訳］

ベルナルド〔・カヴァッリーノ〕は、上に述べたように、しばらくアンドレーア・ヴァッカーロのために絵を描
いていた 3。上記のものの他には、グイド・レーニによるいくつかの半身像を模写した。別のところで言及し
たようにコンカ公の所有になるものであった4。これらの作品の中には、いくつかの聖母像があって、ベル
ナルドは半身像であっても熱心に模写し、この驚嘆すべき名人〔レーニ〕が用いた、視線を廻らす目の美
しい表現を真似た。このうち4枚の聖母像はジェンナーロ・マロッタ5が所有しており、その後ジョヴァンニ・
シャルピン騎士 6が1722年に購入した【１–①】。ベルナルドが描いた4パルモの旧約聖書主題の作品2

枚と共に、英国へ持っていくためであった【１–②】。スペインには、ナポリ副王ドン・ピエトロ・アントーニ
オ・ダラゴーナによって、4枚の歴史画が送られた。これらは、やはり横4パルモで、ホロフェルネスの首を
持つユディト、シセラをくぎ打ちにするヤエル、サムソンとペリシテ人、女預言者デボラとバラクと兵士たち
が描かれていた【 2–①～④】7。アレマニア〔ドイツ〕には、高さについてほとんど同じ大きさの、2枚の円
形画がある【 3–①／②】。一方には、ソドムの街から娘たちと共に逃げだすロトと、塩の像になってしまっ
た妻が描かれている。もう一方には、同じく酔ったロトが、前述の娘たちの間に描かれている8。フランド
ルには、前述のローメルによって、何度も作品が送られており【 4】9、またヴェネツィアには、ヴィンチェン
ツィオ・サムエーレによって送られた【5】10。他のところに持っていかれた作品については、これ以上情報が
ないので、それでは、我らの名誉ある市民たちの様々な邸宅で見ることのできる作品について話していこう。
この優れた画家の短命さによって、他の公共作品〔を描く機会〕は奪われたからである11。
　前述の弁護士〔ヴァレッタ氏〕の甥にふさわしく、博識なるドン・フランチェスコ・ヴァレッタ氏の屋敷には、
7枚のカヴァッリーノの作品がある12。1枚目は、寸法が横5パルモ縦3パルモの作品で、そこにはアハシュ
エロスの前でひざまずくエステルが、気絶しているところが描かれている【 6–①】。そして、王は彼女を助
け起こそうと椅子から立ち上りかけており、さらに、少女たちが彼女を助けようと駆け寄っている。この絵
に登場する他の重要な登場人物は、王の宮廷人たちである。陰影の効果を与えられ、物語の主要人物で
あるエステルの上に放たれる光と対比されて描かれている。彼女は金の豪華な織物を纏い、見事に飾られ
ており、堂々たる様を見せている。この絵には全体に、ピーテル・パウル・ルーベンスの美しく驚くべき色調
が真似られているのが看取できる。この他に、〔縦〕4パルモ横5パルモの姦淫の女がある【 6–②】。この
女は主の面前にあらわされ、主は身をかがめてヨハネの福音書の第8章の有名な言葉を地面に書いている。
キリストが中心におり、光はその人物像全体の上に拡散され、また彼が身を屈める地面の上を照らしている。
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偶然にも、光は女と彼女を捕らえている人々の上をかすめているため、キリストのところで画面が区切られて
いるように見える。それゆえ、使徒たちは彼の後ろの光の当たらない暗がりにおり、そこのため絵に品格が
生まれている。また、2点の〔縦〕3パルモと横4パルモの歴史画がある。しかし、主題は、対となっては
いない。つまり、1点は若者トビアスの結婚であり、美しい人物像によって構成されている【 6–③】。前方
で天使ラファエルが守護される者〔トビアス〕を助けている。天使の頭頂部と翼には美しく光が当たってい
て、その大きな翼は天使の姿をいとも優美に飾っている。もう1点は、また別の姦淫の女〔を描いた作品〕
で、主が立ち会っている【 6–④】。主は立って狡猾なヘブライ人たちに金言を述べているところである。と
いうわけで、前述の絵とはすべてにおいて異なっているが、やはり斬新な構成と目新しい光の効果によって
描かれている。大変美しいのは、3パルモと2パルモ半の、聖ペテロの否認を描いた作品である【 6–⑤】。
前方では幾人かの兵士が賭けをしており、召し使いが動揺した様子で使徒を指し示している。使徒に集まっ
ている光は、その途中で他の人をも照らし、甲冑に反射して美しい効果をもたらしている。甲冑は描かれた
ものではなく、本物の鉄でできているように見えるし、振り向く仕草の兵士たちは生き生きとした姿で表さ
れ、臆病な様子で使徒であることを否定する決意をした〔ペテロの〕人物像を、遮るような格好になってい
る。同じ家に、2パルモの小品がある【 6–⑥】。死せるキリストで、難しい姿勢をとっている。頭部と胸部
が短縮法によって前面に出ており、頭部と足は見えないからだ。これは、実物に即して描いたものとわか
る。また、横2パルモ半、縦 2パルモの美しい銅板の絵は、非常によく準備され、素描され、描かれてお
り、トビトが盲目をいやす薬を探しに行く息子を祝福している場面である【 6–⑦】。心地よい色彩と優美さ
があり、造形の深さはあらゆる絵画的想像力を超えている。この銅板には5人の人物像が登場する。老い
たトビトは背もたれのある椅子に座っている。古めかしい椅子を描いて、動作を不自由にしないように手す
りはない。彼は威厳ある姿勢をとっており、左足を右足の上に載せ、息子を祝福するために右手を挙げて
いる。息子は右ひざを地の上に折り、体を曲げて頭を垂れ、左ひざでそれを支えている。またこの従順な
行為で、恭しく父の祝福を受けている。天使ラファエルが彼の傍らにいて、それを指示している。また、背
もたれに寄りかかる召使が一人いて、あごに手を当てて親子の行為に注意を払っている。もう一人女がいて、
これは若者の母として描かれているが、寂しげに、またもの思わしげに息子の出発を見守っている。彼女
の後ろには仔犬がいて、物語が進行する部屋の床を横切っている。この絵画については、いくら賞賛しても
十分ということはない。この作品を見た外国の名手は誰であれ、他のベルナルドの作品と共に、早すぎた
彼の死と、かくも称賛に値する画家の能力が、世界中に知られていないという不運を嘆かざるを得なかった。
　既に述べた通り、この銅板の対となる作品はグラツィア侯の所有となった13。この絵には、同じくトビトの
息子がラグエルの娘と結婚するところが表されている【 7–①】。中央にラファエルがおり、うつむきがちに、
〔トビアスが〕右側に立つ花嫁に手を差し伸べるのを見守っている。花嫁は乙女の慎み深さから目を伏せて
いる。彼女の後ろには、年老いた父親がおり、愛情深く彼らの結婚を見守っている。さらに後ろには、も
う一人の人物がおり、巧みに物語に参加している。風俗の迫真的な模倣によって、部屋の拵えも主題にふ
さわしい。上述の侯爵の邸宅には、ユディトもある【 7–②】。彼女はホロフェルネスの首を切り、歳をとっ
た女召使に渡している。この絵は〔縦〕4パルモ横5パルモである14。
　ドン・ニコラ・サレルノ氏は、様々な博識な著作に加え、出版された詩歌からもわかる通り、俗語の詩に
も優れた審美眼を持つ騎士であり、熱烈な絵画の愛好家である。彼は、横約3パルモの美しい2枚のカ
ヴァッリーノの絵を所有している。一枚目には、聖ペテロの否認が描かれている【8–①】。これは、武装し
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た兵士たちにしても、色彩の鮮やかな人物の動きや全般的な造形の深さにしても、ヴァレッタ家のものより
優れている15。対作品は、異教の捧げものを表している【8–②】。よく描かれているが、ベルナルドがペテ
ロの否認と対にするように描いた作品ではない。描かれた時期も違うように見え、購入の時期も異なってい
るのだが、後に、それぞれ対作品とされたのである。
　カプーティ一族は、サンタ・ルチア・デル・モンテの快適な小丘の上に屋敷を構えており、〔縦〕4パルモと
横3パルモの絵が2枚ある【 9–①／②】。これらには、牛に化けたユピテルによるエウロパの略奪と、馬に
乗って牧人の野に行くエルミニアの物語が描かれている16。これらの作品は、芸術的に洗練された教養と、
研鑽と、驚くべき色彩のみずみずしさを見せている。
　いくつかの展示室を美しく彩るであろう他の作品のことはひとまず置いておいて、ベルナルドの品行につい
ても言及することにしよう。それから行き過ぎた謙遜と生来の羞恥心によって引き起こされた彼の死につい
ても、見ていくとしよう。さて、ともかくベルナルドは、あらゆる行為において節度ある人であった。もっとも、
ほとんど、あるいはまったくと言っていいほど幸運な人ではなかったのだが。これについては既に見てきたと
おりである。しかしながら、彼は怒ることも心乱されることもなく、提示された価格を受け入れ、貧しい彼
の一家を食べさせるために、なお喜んで絵を描いていたのである。ベルナルドは、商人たちが安く買いたた
く彼の作品が、外国人や同胞の愛好家たちに高く売りさばかれていることをよく知っていた。それにもかか
わらず、穏やかな魂によって彼らの悪意ある吝嗇さに耐え、彼の作品によって金を儲けた者たちへの不平を
言うこともめったになかった。もし彼らのうちの誰かが、お愛想と多少の贈り物をもって、新たに作品を頼
めば、またその者のために描いてやるくらいカヴァッリーノは情に篤く、自制心があったのである。彼は、友
人に対しては大変誠実で、一度誰かに約束したものは決して他所へはやらなかった。こうした面は、彼の師
〔スタンツィオーネ〕の品行にならったのだが、これについては師匠の伝記で述べよう17。カヴァッリーノは、
ありとあらゆる高慢さと、自分の絵を大したものだとみなすことから遠かった。たとえヴァッカーロが行った
高評価や、マッシモ〔・スタンツィオーネ〕が抱いた嫉妬を見たとしても、彼は描いたり素描したりしたもの
に満足せず、常に作品をより良くすることを模索していた。彼の行ったこの過小評価ゆえに、カヴァッリーノ
は、毎度作品が小銭と引き換えられても満足していた。〔カヴァッリーノの在り方は〕自己愛に盲目となり、〔自
らが〕驚異を生み出すと信じて、反対に絶えず見識を悪い方向へとすすめていく画家たちにとっては、肝に
銘じるべき事例である。彼は一家の名誉をたいそう大切にした。妹たちの名誉も同様に大切にしていたが、
家計に余裕がなかったので、そのうちの一人はとある仕立屋と結婚させた。そして、独身の妹二人を母と一
緒に家に住まわせた。ベルナルドは何よりも母を重んじ、心優しく愛していたのである。〔カヴァッリーノは〕
妹たちに対する特段の配慮のために、彼女らには結婚まで誠実でいられる男とさえ付き合うのを禁じた。と
ころがある夜、彼は家に帰ると、窓の下に若い客人がいるのを見つけた。男は妹の一人に口説き文句を言っ
ており、妹の方は、小声ではばかりながらも恋人に返事をしているのだった。ベルナルドは剣を抜き、侮蔑
的な言葉をいくつか吐いて、既に逃げる態勢に入っていた若者を追いかけた。しかし、暗い中を走るうちに
石材に躓き、激しく胸を打ち付けて、かなり長引く怪我を負った。幾人かの者がいうように、この転倒が胸
の病のもととなり、彼の命を奪ったとされている。けれど本当の理由は、彼が自らの過ちを明かすことを極
端に嫌ったからなのである。そして、ことの次第は以下のようなものであった。
　ベルナルドの家に若い女が住んでいて、既婚でありながら放埓な生活を送っていたのだが、彼女はむ
しろ名誉ある人の類のように見えた。じきに彼女はその仕掛けでもって、気の毒なカヴァッリーノを誘惑
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し、彼はとうとう罠にかかってしまった。彼女と共に数日過ごすうち、彼は淋病にかかったことに気が付い
た。この病気は、当時大変有毒であった。羞恥心ゆえに彼は沈黙し、ひどく憔悴し、ふいに熱が出て、医
者が呼ばれた。当時の習慣として瀉血が命じられ、すぐさま処置がなされた。たとえ彼が、淋病において
血を抜くのが命取りになると知っていても、ベルナルドはそれを毛嫌いもせず、医師に秘密の過ちを打ち明
けもしなかった。母がベルナルドを潔白だと信じていたので、母への尊敬ゆえに、命よりも羞恥心を優先さ
せたのだ。血を抜かせたので、病によって生来の弱さが勝り、ほどなく彼は衰弱した。そしてナポリはその
時代稀に見る絵画の匠を欠くことになった。1654年の初めにベルナルドは亡くなった。12月に30歳を過ぎ、
31歳になったばかりであった。彼が罪を明かそうとしなかったことは、皆にとっても記憶すべき事例であ
る。彼自身もとうとう医師と聴罪僧に打ち明け、満足して死んでいったのだが。一方、我々の時代の若者は
むしろ罪を犯すことを自慢しているようにさえ見える。ベルナルドは実入りが少なかったので、わずかな貯金
しかなかったし、家具もほとんど持っていなかった。それゆえ、彼の長患いの間―これは、数か月にわ
たったが―少ない金を使ってしまうばかりでなく、貧しい家のわずかな家財調度を売り払う必要に迫られ
た。それゆえ彼の遺体は、聴罪司祭に知らされるまで2日間にわたって埋葬されないままだった。聴罪司
祭は、サン・ニコラ・アッラ・カリタ聖堂の「敬虔なる奉仕者たち」の神父たちに施しを集めさせ、3日目にして、
ようやくカヴァッリーノを彼らの聖堂に埋葬させた18。神父たちはベルナルドの不運な才能に大いに同情し
た。この教会は当時小さく、嘆く母親や悲しみに暮れる姉妹たちを養う慈善にも使用されていた。彼女らは、
前述のサン・ニコラ聖堂の裏通りに住んでいたからである。こうしてベルナルド・カヴァッリーノの死によって、
我々の芸術の、困難な道をたどろうとする者に付き添っていったはずの灯は消えてしまった。絵画がかつて
手に入れた最高の光であったというのに。彼は確実に、絵筆を操る名手の中でも一級の一人であり、世界
の明らかな名声をもつに値する画家たちから称賛された。例えば、マッシモやアンドレーア・ヴァッカーロら
彼の同時代の人々、また我らの時代の人としては、ルカ・ジョルダーノやフランチェスコ・ソリメーナらによっ
てである。永遠の称賛として、以下〔の事例〕が加わる。カヴァリエル・カラブレーゼ〔マッティア・プレー
ティ〕が当時カプーティ一家に歓待されたとき、しばしばカヴァッリーノの名を冠した2枚の作品を眺めては
彼のことを称え、いくら誉めても誉め足りなかったものである。〔プレーティは〕彼らの家に多くの美しい作品
を描き、〔それらは〕今でもそこで見ることができる。彼は、カヴァッリーノのことをグイドとルーベンスとティ
ツィアーノの混合物と呼び、また、ナポリ人たちのプッサンと呼んだ。つまり、ベルナルドの最も美しい人物
像は3パルモを超えないからである。最後になるが、パオロ・デ・マッテイスは、この特別な匠についてこの
ように書き残している19：

早すぎる死がその火を消さなければ、ベルナルド・カヴァッリーノは驚嘆すべき筆が成し遂げる限
り、多くの素晴らしい喜びで世界を装飾したであろう。この才能あふれる画家は31歳で、疫病
の少し前に亡くなった。1656年のことであった 20。彼は、精細な様式の、生き生きした色彩の
素朴な作品を多く残した。〔彼の絵画において〕人物像は描かれたようではなく、生きているよう
であった。カヴァッリーノは明かりや、強い陰影や、反射をごくわずかに用い、甘美さと共に光
を反映させながら、かくも甘やかに見る者すべてを欺いた。つまり、彼の作品の中には、ルー
ベンスの調和、グイドの美しいイデア、ティツィアーノの強さがあった。
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色調や卓越した素描において、パオロ・デ・マッテイスが述べているように、ベルナルドは本当に称賛に値し
た。部分描写や彩色においては、優雅であり、色彩は力強かった。グイドの絵画を学びながら上達し、ま
た完璧なティツィアーノの様式と混ぜ合わせ、これらをルーベンスの美しく生き生きとした様式へと結合し
た。ティツィアーノについては、ベルナルドは幾人かのアモルを伴って眠るウェヌスを―この絵も同様に前
述の大海軍提督、コンカ公の所有になるのだが―彼が敬愛する名人と呼んだ前述のグイドやルーベンス
の作品の模写と共に、作業場に持ち込んでいた。つまり彼は、色彩において心地よく、色調やキアロスクー
ロにおいて力強く、グイドの優雅さと高貴さを真似、ルーベンスの驚嘆すべき色彩と雄大な構図を学んで、
完璧な様式を造ったということである。作品において堂 と々表されている通り、それは優雅さを伴っていて、
あらゆる芸術の資質を表している。厳しい批判にさらされるかもしれない唯一の点は、女性の顔に、完璧
な理想で構成された美しさを与えなかったことである。もっとも、いくつか〔の女性像〕については、ここ
で記したもののように荒 し々く誇張されているわけではないのだが。従って、この小さな不足を除いて、他
のすべての点において、ベルナルドは完成した画家の名にふさわしい。すべての者から、彼の優れた作品
に対してふさわしい称賛が与えられるようにするために、また同様に、絵画の険しい道のりを踏み越える者
の手本となるようにするためにも、この名手のことが外国人に知られていないとしたら、大変不幸なことで
ある。これを書いた者が証言できるように、愛好家であるだけでなく、その道の師でもあるアルプス以北
の人々は幾度も述べてきた。カヴァッリーノの作品に対して彼らが与えた称賛、まさしく〔カヴァッリーノの
作品を〕見て彼らが示した感嘆と呼んでもいいものをここに示そう。例えば彼らの一人に、高名なドリニィ
氏がいる。気品に満ちた着想、正確な構図、彩色法の美しさ、洗練された素描とハイライトの効果につい
て、氏は〔カヴァッリーノを〕誉め称えて倦まなかった 21。最近ではヴェルニエ氏が前述のヴァレッタ氏の家
で、たくさんの力量ある画家たちの作品を見ていた時のこと、彼はサルヴァトール・ローザのある作品を見る
のに夢中になっていたのだが（彼はローザの忠実なる信奉者なのだ）、ペテロの否認を描いたその絵の下に、
トビトが息子を祝福するところを描いた銅板を認めた。〔ヴェルニエ氏は〕この絵にたいそう驚き、すぐにサ
ルヴァトールの作品に目を移し、接吻する代わりに言った。「我がサルヴァトール、あきらめよ。お前のそば
にこのカヴァッリーノの作品のように私をとらえて離さぬものがあろうとは思わなかったのだから」22。それか
ら私の方へ向き直り、家の主人であるフランチェスコ・ヴァレッタ様と共に、この非常に優れた画家の価値を、
特別な賛辞をもって世に明かすようにと親切にもおすすめくださった。〔ヴェルニエ氏は〕また、ヴァレッタ氏
が所蔵していた、同じく彼〔カヴァッリーノ〕の描いた肖像画に接吻しながら、短い人生におけるベルナルド
の不運に深く同情した 23。そこで、この才人にかかわることで取りこぼしのないよう、サン・セヴェリーノ公の
屋敷に、この伝記を書いて後、我々が見た美しい作品が何点かあることを言い添えておこう【 10–①～⑥】。
そのうち2枚はトビトの物語を表したもので、5パルモと4パルモのカンヴァスである。また、ペテロの否認、
牢獄からの解放、アベルを殺すカインと、それを悲しむアダムとエヴァ、眠るペテロを解放するために起こ
す天使がある。すべての作品が永遠の称賛に値する。というわけで、我々の本にいくつかのあらましを記し
たので、この優れた、しかし不幸な画家については事足りるであろう。
　画家ベルナルド・カヴァッリーノ伝、これにて完。

［解題］

ベルナルド・カヴァッリーノ（Bernardo Cavallino / 1616–1656頃）の伝記の後半部は、外国やナポリ王国



94

川合真木子　原典史料翻訳・解題：ベルナルド・デ・ドミニチ「ベルナルド・カヴァッリーノ伝」（2）

内に残る彼の作品の記録と、人柄や品行にかかわる描写に大別できる。

１. 現存作品との対応関係

まず、デ・ドミニチが記したカヴァッリーノの作品一覧を見ながら（表1参照）、特に、フランチェスコ・ヴァ
レッタのコレクションについて取り上げていこう。このコレクションについては、デ・ドミニチが最も紙幅を割
いて詳細を記録しており、伝記最終部分の記述によれば、他ならぬヴァレッタこそがデ・ドミニチにカヴァッ
リーノの伝記を書くように勧めたことになっている。
　フランチェスコ・ヴァレッタ所有の7作品はすべて聖書の主題を扱っている。まず、列挙された1例目の主
題はエステルである。この作品は、パーシーによってスイスの個人コレクションにある《アハシュエロス王の
前のエステル》（ fig. 1）とされている24。しかし近年、「アハシュエロスの前でひざまずくエステルが、気絶し
ている」というデ・ドミニチの記述により近い作品（ fig. 2）の存在がスピノザらによって報告されている。た
だし、後者をカヴァッリーノの真筆とするかについては、今後より詳細な議論が望まれる25。
　次に、姦淫の女の主題について見ていこう。同主題は2例目と4例目に、2度挙げられている。前者は、
インテーザ・サンパオロ所有（モンテ・デル・ピエタ美術館）の《キリストと姦淫の女》（ fig. 3） であるとの合意
が形成されている26。地面にかがむキリストの描写や、光の効果などもまさしく記述と合致し、絵画の大き
さも申し分なく一致する。後者は、キリストが立ち姿であるという点から、近年マティーセン・ギャラリーにあ
る同主題作品（ fig. 4）と構図上の一致を見ている27。ただし、同ギャラリーの作品は現在のところヴァレッ
タ旧蔵のものとは同一視されていない 28。
　さらに複数記録された主題として、「トビト書」に基づく絵画が続く。ヴァレッタ・コレクション以外にも複
数枚見られ、連作や対作品として人気の高かった主題であると考えられる。3例目に挙げられた《トビアス
の結婚》については、プラド美術館の同時代の模写と思われる作品（ fig. 5）をはじめ、複数の同構図作品
がある29。画面手前にたたずむ天使ラファエルが強調された構図となっている。7例目の「トビトが息子を
祝福するところを描いた銅板」に関しては、グラツィア侯爵家の《トビアスの結婚》と対であり、デ・ドミニ
チが度々賞賛している。現存作例の中には見出されていないものの、ローマのコルシーニ美術館にあるカン
ヴァスの複製画（ fig. 6）が、図様を伝えていると言えるかも知れない 30。
　5例目に挙げられている《聖ペテロの否認》も、複数の作品が現存する。大きさがヴァレッタ邸の作品と
は一致しないが、図様においてはカポディモンテ美術館所蔵の作品（ fig. 7）が、伝記の表現に近い。手前
の兵士たちの様子や、奥に描かれた使徒の姿がデ・ドミニチの記述と合致している31。サン・セヴェリーノ公
のコレクションとしても言及されているように、カヴァッリーノは使徒ペテロの主題も幾度も描いているので、
同構図の作品が複数あったのだろう。現在に伝わる作品の中では、カヴァッリーノ作品の模写と言われる
ジロラミーニ聖堂旧蔵の《ペテロの否認》（ fig. 8）と、対となる《牢からの解放》（ fig. 9）、マリオ・モデス
ティーニ旧蔵の同主題作品（ fig. 10）などがあり、伝記の作例との図像的な関連が推定できる32。
　なお、ヴァレッタ邸の作品の6例目に挙げられた《死せるキリスト》は、現在グルノーブル美術館の所蔵
される作品に該当すると考えられている33。以上のように、デ・ドミニチによる詳細なコレクションの記述は、
現存するカヴァッリーノ作品の同定や比定の上でも重要である。
　さて、キリスト教主題が多い一方で、デ・ドミニチの記録した唯一の異教主題作品としてはカプーティ家の
《エウロパの略奪》がある。同主題には真作とされる同主題絵画が複数現存するが、いずれも大きさの点



Aspects of Problems in Western Art History, vol.18, 2020

95

で伝記の作品とは合致しない 34。また、唯一の文学的な主題は、《牧人の野に行くエルミニア》である。ト
ルクァート・タッソの『エルサレム解放』に取材し、恋人タンクレディを探してさまようエルミニアを絵画化し
たもので、この作品はカヴァッリーノが修業時代にタッソを愛読したとする記述を想起させる35。現存作の
中には伝記記述と完全に一致するものは見出せないものの、カヴァッリーノは、少なくとも《エルミニアと牧
人》（ figs. 11 / 12）を2点と、《エルミニアと負傷したタンクレディ》（ fig. 13）を1点制作しており、一連の主
題に親しんでいたことは間違いない。このうち特に前者の画題は、『エルサレム解放』に基づく主題の中で
も、ジャンバッティスタ・アグッキがルドヴィコ・カラッチに注文したことで有名である36。同主題は、その後も
ボローニャ派やローマの画家たちによって繰り返し描かれており、カヴァッリーノの現存作品は、こうした流
行を受けて制作されたものと考えられる。伝記の中で言及される《牧人の野に行くエルミニア》も、同様の
背景を持つ作品であった可能性が高いだろう。

2. 近年の研究成果と伝記的エピソードの相違

続いて、伝記の内容に目を向け、カヴァッリーノの品行とその結果として悲劇的に語られる彼の死のエピソー
ドを見ていこう。デ・ドミニチは、カヴァッリーノを家長としての務めを重んじ、老いた母を敬う人物としなが
ら、その当時不名誉な病とされた淋病で死ぬという結末を与えている。既にパーシーが指摘しているように、
この死のエピソードには、ジョルジョ・ヴァザーリによる「ラファエッロ伝」からの影響が見られる37。デ・ドミ
ニチは、なぜ「ラファエッロ伝」を引用したのだろうか。
　理由の一つとして、カヴァッリーノに関する正確な情報の欠如があると推測される。研究の発展と共にデ・
ドミニチが語るカヴァッリーノの生年が覆されたように、死に関するエピソードについても、近年の研究成
果を参照すれば、事実とは考えづらい38。2014年にロファーノが発表した史料によって、カヴァッリーノは、
1633年に、翌34年にマルガリータ・ビシニャーノ（Margarita Bisignano / 生没年不詳）という女性と結婚
するための契約書を交わしていたことが判明した39。女性の父であるアンドレーア・ビシニャーノは、製本業
者であった。契約当時カヴァッリーノはまだ17歳であったことから、ロファーノはこの契約の年代を、彼が
徒弟修業を終え、画家として独立する時期に相当すると考えている40。契約の立会人としては、画家シピ
オーネ・コンパーニョらを始めとして、貴族のフランコ・マルッロの名前が確認できる41。このため、ロファーノ
は、カヴァッリーノが従来考えられていたよりも高い社会的階層に属する人 と々の関係を持っていたと考察し
ている42。この史料からは、カヴァッリーノが画家として独立するタイミングで、後見となり得る岳父に恵ま
れ、また所属する階層を越えた幅広い人間関係を持ち、恵まれた状態でキャリアのスタートを切ったと推測
できる。こうした状況は、デ・ドミニチの語るような、才能はあるが経済的には恵まれない画家像とは一致し
ない。おそらくデ・ドミニチは、上記のようなカヴァッリーノの記録を参照できなかったために、執筆に際して
かなりの部分を創作にゆだねざるを得ず、それが過去の有力な伝記の参照へとつながっていると見られる。
　もう一つの理由は、より積極的に画家のイメージを操作するために、過去の伝記が有効だったからだと
考えられる。デ・ドミニチは、芸術愛好者ならば知っている可能性の高いルネサンスの巨匠のエピソードを
引用することで、ラファエッロとカヴァッリーノを結びつけ、一種のパロディに仕立てている。このことによっ
て、ナポリという地域性を超え、より普遍的な芸術家像がカヴァッリーノに与えられていると言ってもよい。
市場に流通し、国外でも人気を得たという点で成功したとは言え、作品の規模や知名度において、カヴァッ
リーノの名声はラファエッロには遠く及ばない。しかし、デ・ドミニチの記述においては、ラファエッロのエピ



fig. 1 ベルナルド・カヴァッリーノ《アハシュエロス王の前のエステル》カンヴァスに
油彩、 76 × 102 cm、スイス、個人蔵

fig. 2 ベルナルド・カヴァッリーノ《アハシュエロス王の前のエステル》
カンヴァスに油彩、 100 × 127.5 cm、所在不詳

fig. 3 ベルナルド・カヴァッリーノ《キリストと姦淫の女》カンヴァスに油彩、
92 × 127 cm、ナポリ、インテーザ・サンパオロ（モンテ・ディ・ピエ
タ美術館）

fig. 5 ベルナルド・カヴァッリーノの模倣者《トビアスの結婚》カンヴァスに
油彩、76 × 103 cm、マドリード、プラド美術館

fig. 4 ベルナルド・カヴァッリーノ《キリストと姦淫の女》カンヴァスに油彩、 
72 × 101 cm、ロンドン、マティーセン・ギャラリー

fig. 6 ベルナルド・カヴァッリーノに基づく 《トビアスの出発》カンヴァスに
油彩、78 × 100 cm、ローマ、コルシーニ美術館
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fig. 7  ベルナルド・カヴァッリーノ《聖ペテロの否認》カンヴァスに油彩、 
63 × 103 cm、ナポリ、カポディモンテ美術館

fig. 8 ベルナルド・カヴァッリーノ《聖ペテロの否認》カンヴァスに油彩、 
60 × 90 cm、ナポリ、ジロラミーニ聖堂旧蔵

fig. 10  ベルナルド・カヴァッリーノ《聖ペテロを牢獄から解放する天使》
カンヴァスに油彩、 33 × 42 cm、ニューヨーク、マリオ・モデス
ティーニ旧蔵

fig. 12  ベルナルド・カヴァッリーノ《エルミニアと牧
人》カンヴァスに油彩、直径50.2 cm、ミュン
ヘン、アルテ・ピナコテーク

fig. 13  ベルナルド・カヴァッリーノ《エルミニアと負
傷したタンクレディ》カンヴァスに油彩、直
径 52cm、ミュンヘン、アルテ・ピナコテー
ク

fig. 11  ベルナルド・カヴァッリーノ《エルミニアと牧人》カンヴァスに油彩、 
98 × 127 cm、ナポリ、カポディモンテ美術館

fig. 9 ベルナルド・カヴァッリーノ《聖ペテロを牢獄から解放する天使》 
カンヴァスに油彩、 60 × 90 cm、ナポリ、ジロラミーニ聖堂旧蔵

fig. 12 fig. 13
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ソードを引用することで、カヴァッリーノもまた周囲の人々に愛され、才能を惜しまれながら若くして亡くなっ
た、稀有な芸術家であるというイメージが強化されているのである。
　結果的に事実とは大きく異なっているとは言え、このためにデ・ドミニチの「カヴァッリーノ伝」を過小評
価する必要はないだろう。デ・ドミニチが実見したナポリの邸宅のカヴァッリーノ作品の情報は、現在におい
ても作品特定の上で有用であることは既に述べた通りである。また、作品同定に関する実際的な価値に加
えて、デ・ドミニチが闊達な筆致で捉えたカヴァッリーノの評価や、伝記作家周辺の人々の声は、18世紀の
ナポリに存在した芸術観を現在に伝える貴重な記録であり続けている。

* 付記：本稿は2018–2021年度科学研究費若手研究（課題番号18K12237）による研究成果の一部である。
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も有名」であると評されている。同上、参照。

13 《トビアスの結婚》については、伝記前半部にも記述が有る。同上、参照。
14 現存作品の中では、パーシーがナポリのカポディモンテ美術館所蔵作（ 101×127.5 cm）を充てており、近年スピノザもその説を
追認している。Percy and Lurie, op. cit., pp. 140–141; Spinosa, Nicola, Grazia e tenerezza ‘in posa’: Bernardo Cavallino e il 

suo tempo 1616–1656, Rome, 2013, p. 383.

15 現存作品中に特定されていない。
16 両作品共、現存作品中に特定されていない。
17 デ・ドミニチによる画家スタンツィオーネの評価は高く、「マッシモ ・ スタンツィオーネ伝」においては、作品だけでなくその品行と
人柄を賞賛している。De Dominici, op. cit. (2008), pp.79–122.
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18 原文では“pii operai”。1602年頃ナポリでカルロ・カラファ（Carlo Carafa / 1561–1633）によって創設された宗教団体。現在の正
式名称はCongregatio Piorum Operariorum Catechistarum Ruralium（P. O. C. R.）。

19 パオロ・デ・マッテイス（Paolo de Matteis / 1662–1728）はナポリの画家で、デ・ドミニチは彼についても詳細な伝記を残してい
る。Santucci, Paola, “DE MATTEIS, Paolo” in Dizionario Biografico degli Italiani, vol. 38 (1990): http://www.treccani.it/
enciclopedia/paolo-de-matteis_%28Dizionario-Biografico%29/ (最終アクセス2020年10月30日 ); De Dominici, op. cit. 
(2008), pp. 974–1036.

20 デ・ドミニチの伝えるカヴァッリーノの死の年とは齟齬がある。
21 版画家ニコラ・ドリニィ（Nicolas Dorigny / 1652–1746）のこと。De Dominici, op. cit. (2008), p. 77, note 44.

22 サルヴァトール・ローザ（Salvator Rosa / 1615–1673）についても、デ・ドミニチは「カヴァッリーノ伝」の倍以上の紙幅を割いて詳
細に記している。Ibid., pp. 405–474. 

23 この肖像画“il ritrattino”については不詳。
24 Percy and Lurie, op. cit., pp. 90–91; Spinosa, op. cit. (2013), pp. 288–289.

25 Spinosa, Nicola, Pittura del seicento a Napoli, Naples, 2010, pp. 189–190; Forgione, Gianluca,“Per una rilettura di 
Bernardo Cavallino”, Paragone Arte, Nr.108 (2013, Marzo), pp. 55–69, esp. p. 68, note 43; Spinosa, op. cit. (2013), p. 388. 

26 Percy and Lurie, op. cit., p. 131; Spinosa, op. cit. (2013), p. 387. 

27 https://matthiesengallery.com/artist/cavallino-bernardo (最終アクセス2020年8月22日)。
28 マティーセン・ギャラリーの作品は、1716年のフランチェスコ・デ・パルマ（Francesco de Palma）のコレクションから出たと見
られている。“effigie della donna adultera di Quattro palmi per tre, mano di Bernardo Cavallino”in Labrot, Gérard, 
Documents for the History of collecting Italian Inventories, I, Collection of paintings in Naples 1600–1780 (Getty Provenance 
Index), 1992. なお本作品は、1938年にナポリで開催された美術展に出品されて以降、カヴァッリーノ研究の中では言及されてい
ない。La Mostra della Pittura Napoletana del 600–700–800, Naples, 1938, p. 319, n. 4.

29 Percy and Lurie, op. cit., pp. 98, 231; Museo del Prado, Museo del Prado: inventario general de pinturas, Madrid, 1996, 
vol. 3, pp. 492–493. なお、スピノザは、複数残る作品のうち、ある個人蔵作品を真筆とし、またプラドの作品を含む数点を複製
として紹介している。Spinosa, op. cit. (2013), pp. 283–284, 408–410. なお、この個人蔵作品は近年オークションに出品された
（Cambiaste: Dipinti Antichi, Lot 414, 17 Maggio 2017, Genova: Castello Mackenzie）。  

30 Percy and Lurie, op. cit., pp. 98, 230; Spinosa, op. cit. (2013), p. 410.

31 Percy and Lurie, op. cit., pp. 66–67; Spinosa, op. cit. (2013), p. 298.

32 ジロラミーニ聖堂の2点については、盗難に遭って所在不明。Spinosa, op. cit. (2013), p. 407. 個人蔵作品については次を参照。
Percy and Lurie, op. cit., pp. 94–95; Spinosa, op. cit. (2013), p. 382.

33 なお、保存状態の悪さから、カヴァッリーノの真作であるかについては諸説ある。Lurie, Ann Tzeutschler, in Silvia Cassani, 
and Nerina Bevilacqua, eds., Bernardo Cavallino, exh. cat. (Museo Pignatelli, Naples), Naples, 1985, pp. 226,230; 
Spinosa, op. cit. (2013), p. 387.

34 《エウロパの略奪》については、リヴァプールのウォーカー・アート・ギャラリー所蔵作（101×113.7 cm）と、カンザス・シティのネル
ソン・アトキンス美術館所蔵作（61×81.7 cm）が比較的古くから知られている。Percy and Lurie, op. cit., pp. 120–123. また、近
年スピノザは新たに個人蔵の作品（95.5×123 cm）を報告している。Spinosa, op. cit. (2013), pp. 371–372.

35 拙稿（ 2019）、144頁参照。なお、伝記に登場する画題は『エルサレム解放』の第 7歌に基づく。Torquato Tasso, La 

Gerusalemme liberata, Genova, 1617, pp. 73–85.

36 アグッキの同主題に対する愛好については、次を参照。Whitfield, Clovis, “A Programme for ‘Erminia and the Shepherds’
by G.B.Agucchi”, Storia dell’arte, 19 (1973), pp. 217–229.

37 「ラファエッロ伝」については、次を参照。「画家・建築家ラファエッロ・ダ・ウルビーノ」（越川倫明、深田麻里亜 訳）ヴァザーリ，
ジョルジョ『美術家列伝』第3巻、森田義之、越川倫明、甲斐教行、宮下規久朗、高梨光正 監修、中央公論美術出版、2015
年、157–208頁。また、画才を見出される少年期のエピソードについては同様に「ジョット伝」からの影響が指摘されている。
Percy, Ann, “Bernardo Cavallino: la fortuna critica,” in Cassani and Bevilacqua, op. cit., pp. 54–79, esp. p. 52. 

38 カヴァッリーノの生年は、洗礼記録から、1616 年であると判明している一方、没年は不明であり、彼が埋葬されたというサン・
ニコラ・アッラ・カリタ聖堂の教区記録の調査においても埋葬記録は見つかっていない。De Dominici, op. cit. (2008), pp. 61, 
75–76, notes 2, 38, and 40.

39 Lofano, Francesco, “The marriage contract of Bernardo Cavallino”, The Burlington Magazine, vol. 156, no. 1341 
(December 2014), pp. 801–802.

40 Ibid., p. 802.

41 シピオーネ・コンパーニョ（Scipione Compagno / 活動期1631–1658?）は風景画家で、デ・ドミニチはサルヴァトール・ローザの同門
とみなしているが、実際は少し上の世代に属する。De Dominici, op. cit. (2008), pp. 469–470, note 182.

42 Lofano, op. cit., p. 802.



地域 所有者または仲介者／職業 主題 点数 寸法など 現存作品・模写等

1-①
イギリス ジャン・シャルパン／

騎士・ロンドン芸術アカデミー会員
聖母像（半身像） 4 ― ―

1-② 旧約聖書主題（特定されず） 2 4パルモ ―

2-①

スペイン ペドロ・アントニオ・デ・
アラゴン／ナポリ副王

ホロフェルネスの首を持つユディト 1

4パルモ

―

2-② シセラをくぎ打ちにするヤエル 1 ―

2-③ サムソンとペリシテ人 1 ―

2-④ 女預言者デボラとバラクと兵士たち 1 ―

3-①
アレマニア
（ドイツ） 不明

ソドムの街から娘たちと共に
逃げだすロト 1

円形
カンヴァス

ルーヴル美術館所蔵

3-② 酔ったロト 1 ゴスフォード・ハウス所蔵
（《ノアの泥酔》）

4 フランドル フェルディナンド・ローメル／商人 不明 複数 ― ―

5 ヴェネツィア ヴィンチェンツィオ・サムエーレ／
商人 不明 複数 ― ―

6-①

ナポリ王国

フランチェスコ・ヴァレッタ

エステル 1 5×3パルモ スイス、個人蔵。あるいは所
蔵先不詳の同主題作品か

6-② 姦淫の女 1 4×5パルモ インテーザ・サンパオロ所有

6-③ トビアスの結婚 1 3×4パルモ プラド美術館等に模写有り

6-④ 姦淫の女 1 3×4パルモ ―

6-⑤ ペテロの否認 1 3×2.5パルモ ―

6-⑥ 死せるキリスト 1 2パルモ グルノーブル美術館所蔵

6-⑦ トビアスを祝福するトビト 1 2.5×2パルモ コルシーニ美術館に模写有
り

7-①
グラツィア侯爵

トビアスの結婚 1 2.5×2パルモ ―

7-② ユディト 1 4×5パルモ カポディモンテ美術館所蔵

8-① ドン・ニコラ・サレルノ／
騎士・文学者

ペテロの否認 1 3パルモ ―

8-② 異教の捧げもの 1 3パルモ ―

9-①
カプーティ（一族）

エウロパの略奪 1 4×3パルモ ―

9-② 馬に乗って牧人の野に行く
エルミニア 1 4×3パルモ ―

10-①

サン・セヴェリーノ公爵

トビトの物語 2 5×4パルモ ―

10-② ペテロの否認 1 ― ―

10-③ 牢獄からの解放 1 ― ―

10-④ アベルを殺すカイン 1 ― ―

10-⑤ アダムとエヴァ 1 ― ―

10-⑥ ペテロを起こす天使 1 ― ―
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［図版出典］
 Percy and Lurie, op. cit. (figs. 1, 3, 5, 6, 8–10) ／ Spinosa, op. cit. (2010) (fig. 2) ／ https://commons.wikimedia.org/wiki/

File:Bernardo_cavallino,_cristo_e_l%27adultera.jpg （最終アクセス2020年10月30日） (fig. 4) ／ Spinosa, op. cit. (2013) 
(figs. 7, 11–13)

表1　個人コレクション中のカヴァッリーノ作品一覧
＊1パルモは、26.4cm


